
3

はじめに
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め
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住
田
古
瓦
・
考
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学
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支
援
委
員
会

                                                       

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　      

前
委
員
長
　
須
田

勉

　
二
〇
二
二
年
は
、
武
蔵
国
分
寺
跡
史
跡
指
定
一
〇
〇
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
し
た
。
国
分
寺
市
は
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に

あ
た
り
、
十
月
二
十
二
日
に
第
一
回
目
の
「
国
分
寺
の
伽
藍
と
武
蔵
国
分
寺
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
発
掘
調
査
が
進
ん
で
い
る
相
模
国
分

寺
・
上
総
国
分
寺
・
下
野
国
分
寺
な
ど
の
事
例
を
含
め
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
に
お
け
る
長
年
に
わ
た
る
発
掘
調
査
の

成
果
に
つ
い
て
「
遺
構
」
を
中
心
に
議
論
を
展
開
い
た
し
ま
し
た
。

　
二
〇
二
二
年
は
そ
れ
に
加
え
、
武
蔵
国
分
寺
や
古
瓦
研
究
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
住
田
正
二
先
生
生
誕
一
〇
〇
周
年
と
「
住
田
古
瓦

考
古
学
奨
励
賞
」
の
選
考
を
柱
の
一
つ
と
す
る
住
田
古
瓦
・
考
古
学
研
究
支
援
委
員
会
の
創
設
一
〇
周
年
の
節
目
に
あ
た
る
記
念
す
べ
き

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
慶
賀
の
年
に
際
し
、
十
二
月
十
一
日
に
国
分
寺
市
教
育
委
員
会
と
住
田
古
瓦
・
考
古
学
研
究
支
援
委
員
会
と

の
共
催
に
よ
る
「
武
蔵
国
分
寺
の
造
営
と
文
字
瓦
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
第
二
回
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
文
字
瓦
が
も
つ
造
営
上

の
意
義
を
中
心
に
論
じ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
武
蔵
国
分
寺
跡
は
江
戸
や
都
心
の
近
郊
に
あ
り
、
そ
こ
に
は
巨
大
な
礎
石
が
残
さ
れ
、
膨
大
な
量
の
瓦
や
文
字
瓦
が
出
土
す
る
こ
と
か

ら
、
江
戸
時
代
か
ら
文
人
・
墨
客
な
ど
に
よ
り
多
く
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
斎
藤
鶴
磯
の
『
武
蔵
野
話
』
や
植
田
孟
縉
に
よ
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はじめに

る
『
武
蔵
名
勝
図
会
』
な
ど
が
あ
り
、
す
で
に
瓦
に
記
さ
れ
た
文
字
瓦
の
解
明
に
興
味
の
中
心
が
あ
り
ま
し
た
。
明
治
時
代
以
降
は
、
篠

原
市
之
助
・
高
橋
健
自
・
住
田
正
一
・
平
塚
運
一
・
後
藤
守
一
氏
な
ど
に
よ
る
資
料
収
集
や
研
究
が
相
次
ぎ
、
武
蔵
国
分
寺
出
土
瓦
を
歴

史
資
料
と
し
て
の
科
学
的
研
究
へ
と
進
展
さ
せ
ま
し
た
。

　
戦
後
は
、
一
九
五
六
・
一
九
五
八
年（
昭
和
三
十
一
・
三
十
三
）の
日
本
考
古
学
協
会
仏
教
遺
跡
特
別
委
員
会
や
一
九
六
四
〜
一
九
六
九

年（
昭
和
三
十
九
〜
四
十
四
）に
は
早
稲
田
大
学
な
ど
に
よ
る
伽
藍
中
枢
部
や
寺
院
地
な
ど
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
全
国
に
先
駆
け
て
寺

院
地
や
伽
藍
地
の
解
明
な
ど
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
一
九
五
八
年（
昭
和
三
十
三
）に
大
川
清
氏
に
よ
る
『
武
蔵
国
分
寺
古
瓦
塼
文
字

考
』、
一
九
六
〇
年
に
は
石
村
喜
英
氏
が
『
武
蔵
国
分
寺
の
研
究
』
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
大
川
氏
は
、
武
蔵
国
分
寺
出
土
の
豊
島

郡
の
文
字
瓦
の
記
名
方
式
が
、
正
倉
院
の
調
庸
関
係
墨
書
銘
に
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
戸
主
に
負
担
を
求
め
た
、
い
わ
ば
律
令
税
制
に
基

づ
く
貢
納
形
態
を
主
張
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
知
識
説
や
雑
徭
の
援
用
説
な
ど
の
新
説
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
諸
国
国
分
寺
に
お
け
る
造

営
過
程
を
考
え
る
う
え
で
、
つ
ね
に
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
諸
国
国
分
寺
の
造
営
過
程
を
考
え
る
う
え
で
大
切
な
こ
と
は
、
古
代
律
令
国
家
が
考
え
た
国
分
寺
建
立
と
い
う
国
家
的
事
業
を
、
各
国

の
在
地
社
会
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
実
施
に
移
し
た
の
か
を
政
治
的
・
社
会
的
動
向
の
な
か
で
検
証
す
る
こ
と

で
あ
り
、
国
分
寺
研
究
の
多
く
は
、
そ
の
点
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
本
書
を
『
国
分
寺
造
営
と
在
地
社
会
』
と

し
た
ゆ
え
ん
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
二
〇
二
四
年
四
月
吉
日


